
多目的室多目的室

カフェラウンジカフェラウンジ
つながりの道つながりの道

交流
テラス
交流
テラス

大階段大階段

国道から
の視線

カフェラウンジは技術発表や自習の場など多目的に活用

津高等技術学校津高等技術学校 工業研究所
リサーチ
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2025/07/04 三重県工業研究所本所・連携の総合拠点（仮称）及び津高等技術学校（仮称） 1F平面図 010

2025/07/04 三重県工業研究所本所・連携の総合拠点（仮称）及び津高等技術学校（仮称） 2F平面図 011

2025/07/04 三重県工業研究所本所・連携の総合拠点（仮称）及び津高等技術学校（仮称） 3F平面図 012
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電気電子 食品 試験研究共通 管理
津高等技術学校

普通課程 短期課程 人材開発センター

廊下等 WC・設備等

管理
工業研究所

セキュリティ

凡例 凡例 

樹脂・機械

交流 効率性 将来性・フレキシビリティ

屋外実習場屋外実習場屋外実習場
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視聴覚視聴覚視聴覚
教室教室教室

（自動車）（自動車）（自動車）
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（産業）（産業）（産業）

出入口 面積縮減対象室シャッター入口 セキュリティーゲートエレベーター
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住宅サービス 科とホー
ムコーデ科の実習室
を一体室として整
備

地下室を整備。緊急
時以外には展示スペー
スとしても活用

連携施設を木質化構造とし
て整備し、温かみのある三
重県産材の魅力を発信

連携施設を木質化構造とし
て整備し、温かみのある三
重県産材の魅力を発信

秘匿性の高い実験棟
を奥側に配置

リサーチストリートは実験
棟を機能的に連結す
る産業支援の主軸と
して計画

メインエントランスに面
して事務室を配置
し、来訪者を速や
かに案内

管理諸室を視認性の高い
位置に設置し、施設全体
の安全管理を強化

大階段に休憩・イベン
ト機能を付加し、2
階テラスへの賑わいを
創出

学校休憩室を共用カフェラウンジ
として開放し、地域住民と
の日常的交流を促進

カフェラウンジを技術発表の場と
し、オープンイノベーションを誘発

開放的な吹抜空間を打合せ等に
活用し、異分野交流を活性化

重量機器の1階集
約と外部直結によ
る、搬出入の円滑
化と実習効率向上

静穏な講義・管理
エリアを管理棟に集
約し、集中できる
教育環境を確保

大階段を地域開放し、セミナー
や講演会等のイベントに利用

利用時間帯の重な
らない短期課程の
教室を集約し、共
用化

下階実習場と実習
室を上下でつなぐ
EVと乗用のEVを
兼用

アカデミック
モールは生徒同士
の交流や他の生徒
の活動が感じられ
る学校の主動線と
して機能

研究室をオープンラボ
化し、共同研究の
促進とスペースの効
率化を実現

更衣室をロッカース
テーションとして集
約・共有化し、面
積を縮減

工具室・倉庫・準
備室を集約・共有
化し、面積を縮減

食品関係の研究室を
集約し、効率化

電気電子関係の研究
室を集約

樹脂やプ ラ ス チ ッ ク成
形、複合材料に関す
る機能を集約

職員室は入口が見渡
せる南東角に配置

テクノリンクは研究
所と学校を内部で結
び、様々な活動の可
視化による分野を越
えた交流を促進

テクノリンク面する
展示スペースは成果
を提示し、共同研究
や産業連携の機会を
創出

電気電子関係の評価
室を集約

天井の高い室は南側
に配置し北側住宅に
配慮

材料・環境・プラス
チックの物性評価に
関わる機能を集約

短期課程会議・面
談室を連携施設で
共用

内部壁を可動式とし、カリキュラム
変更や多人数講義に柔軟に対応

柱の少ない大空間を
確保し、大型実験機
材の導入にもスムーズ
に対応

外周部にメンテナンスバ
ルコニーを配置し、万
一の事故や火災時の
避難経路を確保

主要動線の端部に外
部が見える窓を配置
し、屋内でも常に現
在地と方向を把握で
きる計画

光と緑あふれる交流
テラスを設け、学校と
研究所の活動を繋ぐ
核として整備

滞留の場を適宜設
け、利用者間の偶発
的な対話を誘発

連携施設を介して
人材開発センターを
利用できる計画と
し、休館日の単独
運用にも対応

学校と研究所が共
同利可能な会議室
を整備

十分なスペース
を確保(12m)
十分なスペース
を確保(12m)

オープンラボ △ 265
オープンスタジオ △ 125

ツールセンター △ 100
ロッカーステーション △ 85

研究室の共有化
実習室の共有化

工具室、倉庫、準備室の共有化
更衣室の共有化

共有化・空間効率向上による縮減面積　(所要諸室面積の縮減）

スタディコモンズ △ 60

ミーティングコモンズ △ 430
共用カフェテリア

教室の空間効率向上

会議室・ホール・相談室の空間効率向上
休憩所の空間効率向上

合計

△ 100

想定計画面積（㎡）

（㎡）

工業研究所 7000（内連携施設1200）
高等技術学校 11000

△ 1165

二重床
排水計画の可変性に配慮

ボイドスラブ

小梁無し
効率的で更新
性の高い設備
計画が可能

実験上の振動
を抑制

外部PS・DS
外部メンテによ
り更新時室内へ
の影響を最小化

庇
室内への日射
負荷を制御

メンテナンス
バルコニー

ドラフト
チャンバー等

屋外排気ファン
に接続

実験台

アウトフレーム

交流テラスと一体となって

交流を促し発表や

憩いの場となる

テクノリンクテクノリンク

面談室面談室

交流テラス交流テラス

カフェラウンジカフェラウンジ

大階段大階段

三重県の工業技術を永きに

亘りリードする総合拠点に

ふさわしい普遍的なデザイン

建物に囲まれた広い空を感じる

心地よいくつろぎの庭

研究所研究所
連携施設連携施設

交流テラスに面し、現在地が

判り易く迷うことない動線

交流テラス交流テラス

様式 -5 の 2

【2 次審査】　業務内容に対する技術提案 （特定テーマ （1） ～ （3））

技術力要件に係る資料

3 / 4

提出者名 ：株式会社久米設計中部支社

・利用時間帯が重ならない諸室をグ
ループ化して多目的に活用する「共
有化」や、小部屋を大部屋に統合し、
壁や廊下等を削減する「空間効率向
上」による面積縮減を提案します。

・縮減により生み出した面積により、
連携施設など、施設全体の価値向上
や交流を促す空間を充実させます。

開放的な活動と交流の場を、段階的セキュリティと管理区分により創出

時間差利用と機能集約により面積を縮減

車両動線および重量機器や振動・騒音を伴うハードな実習・
実験諸室を１階に配置し、交流テラスやモールを中心に人
の動線空間として教室や PC 実習環境を 2・3 階に配置す
る明快な施設構成で、利用様態に応じた最適な学習環境を
実現します。

・1 階実習室に面する棟間に屋外作業ス
ペースや搬出入口を設け、周辺環境へ
の作業や騒音の影響を最小限に抑えます。

・屋外作業スペースは十分な幅を確保し作
業と搬出入が円滑に行える計画とします。

1 階と 2・3 階の動線を機能的に分離した、安全で明快な建築計画
利用様態の異なる空間類型を整理しながらバランスよい建築計画

機器更新や配置換えが容易な可変性のある空間構成の仕組み・将来の産業構造変化やカリキュラムの変化に対応できる持続可能な空間構成の仕組み

外部化されたメンテナンス動線による更新しやすい計画

・学校や研究所の休館時に人材開発セン
ターを単独利用可能な、連携施設から
のアプローチ動線を計画します。

・機密性の高い施設を北側に配置した
明快な構成で、段階的なセキュリティ
を無理なく柔軟に構築します。

・１階実験実習エリアの屋外作業スペー
スや車両・搬出入動線の確実なセキュ
リティを構築する計画とします。

・大階段は成果を披露する技術発表の
場として、研究所や学校の技術交流
を促します。

・1 階に気軽に立ち寄れる地域利用も可
能なカフェラウンジを整備し、学校の
休憩室としても利用します。

・３階に多目的室を配置し、多人数が
集まる会合や式典、屋内軽運動の場を
共有可能な計画とします。

・躯体のアウトフレーム化とメンテナン
スバルコニーの設置により、更新性とフ
レキシビリティの高い計画とします。

・二重床で機器配置の自由度を高め、下階に
影響なく給排水の変更可能な計画とします。

リサーチ
ストリート

アカデミック
モール

交流テラス

つながりの道 テクノリンク

津高等技術学校
津高等技術学校

工業研究所

連携施設

s
s s

s

ss

人材開発
センター
人材開発
センター

津高等技術学校津高等技術学校

津高等技術学校津高等技術学校

津高等技術学校津高等技術学校

工業研究所
実験棟

工業研究所
実験棟

工業研究所
管理棟

工業研究所
管理棟

連携棟連携棟

休館時セキュ
リティライン

：

：

セキュリティレベル

1 2 3 4

主入口

：施錠箇所 s

休館時は連携棟を
介して人材開発
センターを利用
できる計画

■　明快な３つの軸が施設をつなぐ機能的な建物構成 

・教育と研究を支える 2 本の南北動線軸（アカデミックモール・リサーチ
ストリート）と、それらを繋ぐ東西動線軸（テクノリンク）を設けた明
快な構成で、目的地に迷わず到達できるわかりやすい建物構成とします。

■　一体感を促す開放的な広場「交流テラス」

・空が広がり光と緑があふれる「交流テラス」を、施設の中心の２階に計
画し、各施設をつなぐ憩いの場とすることで一体感を促します。

■　研究所・学校・地域をつなぐ拠点となる連携施設

・施設全体の中心に配置し、木を使用したシンボリックな空間で、誰もが
入りやすいエントランス空間とします。２階交流テラスと一体的につな
がる、交流の中心とします。

３つの動線軸が施設をつなぎ、「交流テラス・連携施設」がイノベーションを創出 木のぬくもりある開放的な空間で、異分野・産学・地域交流を育む連携施設イメージ

憩いや作業場にもなる 2 階交流テラス

南西バス停からのアプローチ

施設構成イメージ

人の動線の軸となるアカデミックモール

休館時の明快なセキュリティイメージ交流テラスとつながる連携施設設断面イメージ

「共有化」と「空間効率向上」による面積縮減

平面イメージ

将来変更に柔軟に対応する断面計画棟間に配置した屋外作業スペースイメージ棟間に配置した屋外作業スペースイメージ

明快な建物構成で、技術とひとをつなぐ拠点を実現します
特定テーマ（１）■建築計画

目的とする場所に迷わずに到達でき、かつ、研究分野間及び訓練科間の相互交流ができるような空間構成

面積過大の課題を解決するための方策

地域への開放性と技術支援における気密性の両立　  / 一体整備することによる新たな価値や交流の創出
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従来モデル

長寿命建築

％

LCC

建設 廃棄維持建替 光熱水 修繕・改修

17 3

32 8 35 24

2031 1

1

約2.38億円／年

太陽光パネル約3500 ㎡

（ルーフフレーム）

太陽光パネル約3500 ㎡

（ルーフフレーム）

西日を遮る

縦ルーバー

西日を遮る

縦ルーバー

国道
16

5号線

国道
16

5号線

市
道

7
3
4
8
号
線

市
道

7
3
4
8
号
線

車寄せ車寄せ

バス停バス停

車寄せ車寄せ

連携施設連携施設

工業研究所工業研究所

津高等技術学校津高等技術学校

交流テラス交流テラス

つながりの道つながりの道

北側住宅エリア北側住宅エリア

三重県警察車両整備工場三重県警察車両整備工場

駐車場駐車場

凡例凡例

車両出入口

歩行者出入口

歩行者動線

車両出入口

歩行者出入口

歩行者動線

���の��（���）
��������動�����������

�入����������

����������

��テ��ス�線（���）

�車��（������車両����）

1

�

3

� �

�

研学

連

100 年の高耐久構造と LCC の最適化 ZEB 化と県産材活用による GX 推進建築

1期1期2-1 期2-1 期2-1 期2-1 期2-2 期2-2 期

1期1期2-2 期2-2 期

N

国道 165 号線

三重県警察車両
整備工場
三重県警察車両
整備工場

北側住宅エリア北側住宅エリア

工業研究所工業研究所

約35m約 35m

津高等技術学校津高等技術学校

連携施設連携施設

屋外作業スペース屋外作業スペース

屋外作業スペース屋外作業スペース
（臨時駐車場）（臨時駐車場）

屋
外
作
業
ス
ペ
ー
ス

屋
外
作
業
ス
ペ
ー
ス

（
臨
時
駐
車
場
）

（
臨
時
駐
車
場
）

実験棟実験棟

管理棟管理棟

管理棟管理棟

実習棟実習棟

実習棟実習棟

2階：交流テラス
1階 : 人材開発センター
2階：交流テラス
1階 : 人材開発センター

つながりの道つながりの道

車椅子
駐車場
車椅子
駐車場

バス停

駐
輪
場

駐
輪
場

駐輪場

車寄せ

車寄せ

大型車両
待機スペース

車椅子
駐車場
車椅子
駐車場

教材用車両40台分を確保し、
円滑な実習環境を整備
教材用車両40台分を確保し、
円滑な実習環境を整備

西側道路境界より4mセット
バックし、将来の道路拡幅に
対応

西側道路境界より4mセット
バックし、将来の道路拡幅に
対応

 

駐車場257台を確保しピーク
時は臨時駐車場48台を併用
駐車場257台を確保しピーク
時は臨時駐車場48台を併用

1期工事にて排水処理槽や
受水槽ポンプを整備し、確
実なインフラ機能を構築

1期工事にて排水処理槽や
受水槽ポンプを整備し、確
実なインフラ機能を構築

2階交流テラス範囲2階交流テラス範囲

入口付近に車椅子駐車場を10
台整備。歩車分離された雨に
濡れない入口までのアプロー
チを実現

入口付近に車椅子駐車場を10
台整備。歩車分離された雨に
濡れない入口までのアプロー
チを実現

騒音・振動源となる実習場は
敷地中央の屋外作業スペース
に向け計画し、住宅や教室へ
の影響を低減

騒音・振動源となる実習場は
敷地中央の屋外作業スペース
に向け計画し、住宅や教室へ
の影響を低減

利便性の高い位置に駐輪場・
バイク置き場を設置
利便性の高い位置に駐輪場・
バイク置き場を設置

歩道にキャノピーを設置し、
雨天時でも濡れずにアプロー
チできる動線を確保

歩道にキャノピーを設置し、
雨天時でも濡れずにアプロー
チできる動線を確保

 

入口付近に車椅子駐車
場を設置し、最短の
バリアフリー動線を実現

入口付近に車椅子駐車
場を設置し、最短の
バリアフリー動線を実現

  

2階交流テラスに動線と
視線がつながる大階段と
入りやすいエントランス

2階交流テラスに動線と
視線がつながる大階段と
入りやすいエントランス

  

バス停利用者が自然に
立ちよれるオープンな
外部空間

  

屋外展示スペースを設
置し、最新技術や活動
成果を地域へ発信

屋外展示スペースを設
置し、最新技術や活動
成果を地域へ発信

 

十分な車両滞留スペース
を確保し、道路への安全
な出入りと渋滞を防止

十分な車両滞留スペース
を確保し、道路への安全
な出入りと渋滞を防止

歩車分離により歩行者
の安全性を最優先した
アプローチ動線を確保

歩車分離により歩行者
の安全性を最優先した
アプローチ動線を確保

   

通り抜け可能な、「つな
がりの道」を整備し、地
域と施設の交流を創出

  

実習棟間に屋外作業
スペースを設け、大規模
機材の搬出入を効率化

実習棟間に屋外作業
スペースを設け、大規模
機材の搬出入を効率化

  

1期工事完了時において
も十分な駐車台数を確保
（86台）

1期工事完了時において
も十分な駐車台数を確保
（86台）

   

敷地周囲に緩衝緑地を
整備し、景観向上と
プライバシー確保を両立

敷地周囲に緩衝緑地を
整備し、景観向上と
プライバシー確保を両立

  

建物外周構内道路の幅員
を確保し、大型車両の旋
回や機器更新に対応

建物外周構内道路の幅員
を確保し、大型車両の旋
回や機器更新に対応

建物を住宅から約35ｍ
離隔した圧迫感を
与えない配置計画

建物を住宅から約35ｍ
離隔した圧迫感を
与えない配置計画

歩行者出入口

凡例

機器搬入口

車両出入口

歩行者動線

車両動線

メンテナンス動線

セキュリティゲート

 

 

交流 効率性 更新性周辺環境

つながりの道から連携施設へのアプローチイメージつながりの道から連携施設へのアプローチイメージ

県の工業技術のランドマークとなる南側外観イメージ県の工業技術のランドマークとなる南側外観イメージ

配置計画イメージ配置計画イメージ

STEP
1

STEP
2

STEP
3

設計時
ZEB Ready
(BEI=0.5)

達成

運用後
検証時

Nearly ZEB
（BEI=0.25）

達成

将来的な
ZEB 化・
脱炭素型

施設の実現へ

自然エネルギーの活用、創エネの推進

設備システムの高効率化と適正設計

建物の熱負荷低減の徹底

運用の可視化

・屋上を活かし、次世代型太陽電池・太陽光パネル
増設スペース（ルーフフレーム）を計画
・将来の設備技術革新と高効率化への配慮

さらなる創エネと技術革新に対応できる柔軟性

・ルーバーやルーフフレームによる二重屋根化、Low-E
ガラス、庇等の徹底的な日射負荷抑制
・低層化、東西軸の建物形状による外皮熱負荷削減

・津市の伏流水を熱源として有効活用し、揚水は地中
に還元することで環境負荷を抑えた運用
・太陽光発電５0kW程度設置

・高効率システムの構築と使用状況や用途を考慮した適
切な機器容量を選定

・創エネ、省エネ状況を可視化し、利用者と行政が一
体となってGX化を実現する意識の形成

環境負荷低減・省エネ手法 長寿命化・メンテナンスコスト削減手法創エネ・自然エネルギー活用手法

wc

N

E
W

S

30％

20％

10％

0％

津市中間期
卓越風

卓越風の引込を利用した自然換気環
ウィンドキャッチストラクチャー

卓越風

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月

東西軸東西軸

環 環 環

環環

環

浸透性舗装による雨水流出抑制浸透性舗装による雨水流出抑制浸透性舗装による雨水流出抑制浸透性舗装による雨水流出抑制

太陽光発電最大約550kW設置可能
発電効率の良いレイアウトを可能とする
ルーフフレーム

太陽光発電最大約550kW設置可能
発電効率の良いレイアウトを可能とする
ルーフフレーム

アースチューブによる地中熱利用アースチューブによる地中熱利用アースチューブによる地中熱利用アースチューブによる地中熱利用

在来種の樹種選定在来種の樹種選定1
1

バルコニーや庇・ルーバー・Low-eガラス
による日射負荷低減
バルコニーや庇・ルーバー・Low-eガラス
による日射負荷低減

節水器具の採用節水器具の採用節水器具の採用節水器具の採用

バルコニーにより清掃・更新性確保バルコニーにより清掃・更新性確保

井水利用(熱源・上水・雑用水）井水利用(熱源・上水・雑用水）井水利用(熱源・上水・雑用水）井水利用(熱源・上水・雑用水）

小型燃料電池小型燃料電池

汚れにくく耐久性の高い外装材の採用汚れにくく耐久性の高い外装材の採用汚れにくく耐久性の高い外装材の採用汚れにくく耐久性の高い外装材の採用

井水熱利用による
床放射空調
井水熱利用による
床放射空調

人感センサー制御(照明・換気)人感センサー制御(照明・換気)

CO2濃度による外気量制御CO2濃度による外気量制御

全熱交換器
廃熱回収
全熱交換器
廃熱回収

ルーフフレームによる設備機器
や屋上防水の劣化抑制

空調・換気のスケジュール制御空調・換気のスケジュール制御空調・換気のスケジュール制御空調・換気のスケジュール制御

照度センサーによる照明制御照度センサーによる照明制御

機器の分散配置による配管長の縮減機器の分散配置による配管長の縮減機器の分散配置による配管長の縮減機器の分散配置による配管長の縮減
設備更新・拡張スペースの確保設備更新・拡張スペースの確保

外壁の高断熱化外壁の高断熱化外壁の高断熱化外壁の高断熱化

PC化高強度コンクリートによる高耐久化PC化高強度コンクリートによる高耐久化PC化高強度コンクリートによる高耐久化PC化高強度コンクリートによる高耐久化

空調ダクトの最小化(天井ｶｾｯﾄ型・床置型の採用)空調ダクトの最小化(天井ｶｾｯﾄ型・床置型の採用)空調ダクトの最小化(天井ｶｾｯﾄ型・床置型の採用)空調ダクトの最小化(天井ｶｾｯﾄ型・床置型の採用)
ダクト・配管の軽量化(樹脂・SUS・段ボールダクト)ダクト・配管の軽量化(樹脂・SUS・段ボールダクト)ダクト・配管の軽量化(樹脂・SUS・段ボールダクト)ダクト・配管の軽量化(樹脂・SUS・段ボールダクト)

「見える化」エコモ二ターによる環境意識の啓発「見える化」エコモ二ターによる環境意識の啓発
クラウドBEMSの採用クラウドBEMSの採用

将来ぺロブスカイト
ガラス庇を想定
将来ぺロブスカイト
ガラス庇を想定 超高効率機器超高効率機器超高効率機器超高効率機器

環

環

環

環

環

環

エ

エ

エ

エ

エ

エエ

寿

寿

寿

寿

寿

寿

寿

北面
採光

環

太陽光パネル
（ルーフフレーム）

風の道から卓越風を取り込む
ウインドキャッチストラクチャー
風の道から卓越風を取り込む
ウインドキャッチストラクチャー

環

風の道風の道風の道風の道

環 ハイブリット給湯システム
（ガス・ヒートポンプ）
太陽光集熱

ハイブリット給湯システム
（ガス・ヒートポンプ）
太陽光集熱

環 水熱源のヒートリカバリー水熱源のヒートリカバリー

EV充電スタンドEV充電スタンドエ

エ

次世代長寿命型パッシブデザインイメージ次世代長寿命型パッシブデザインイメージLCC の削減LCC の削減 ３段階ステップの ZEB 化

誰もが立寄れるつながりの道を整備し、周辺環境と調和しながら相互の連携を深めます
特定テーマ（２）■敷地利用計画

様式 -5 の 2

【2 次審査】　業務内容に対する技術提案 （特定テーマ （1） ～ （3））

技術力要件に係る資料

4�/�4

提出者名 ：株式会社久米設計中部支社

・研究所と学校間や人材開発センターの管理
区分を明確に分離します。

・257 台の駐車場を共用化し、ピーク時は屋
外作業スペースの活用も併せ、収容能力を最
大 305 台まで確保できる計画とします。

・各々の車寄せや独立した搬出入口を設け、
相互の動線干渉を無くし、単独での運営管理
も可能とします。

・南西側バス停や南東からの歩行者アプロー
チと、車両動線が交わらない計画とします 。

・身障者駐車場から入口まで車道と交わらな
い安全で短いアプローチを計画し、キャノ
ピーやピロティ等、雨天でも雨に濡れない
動線計画とします。

・つながりの道に面して主入口を集中配置し、
多方面からの安全なアクセスを実現します。

・駐車場や屋外スペースは十分な広さを設け、
大型トレーラーの旋回や将来の大型機器更
新時の搬出入が可能な計画とします。

・大型機器を扱う諸室を 1 階に集約し、搬入
口を屋外作業スペースに直結させ、搬出入・
機器更新作業を容易にします 。

・上層階・屋上機器の搬出入用のバルコニーや
クレーン設置スペースを確保します。

■　快適な環境を維持しつつ LCC 28％  削減

・「高耐久性・長寿命化」「省エネ」「維持管理し
やすい計画」の 3 視点による実効性の高い手
法で、LCC を 約 28%  削減 します。

■　高強度コンと PCaPC による構造躯体の長寿命化

・柱梁はプレストレスを導入（PC 化）し、ひび割れ
を抑制。高耐久長寿命の構造躯体とします。

・PCa 化で現場作業を削減し、高品質化・3.5 か月
の工期短縮・CO2 排出量１０％削減を図ります。

・コンクリート強度 Fc30 以上を採用し、長寿命のコ
ンクリート躯体（計画供用期間：100 年）とします。

■　 オペレーショナルカーボン削減による環境負荷の抑制

・３段階のステップで ZEB 化検討を行い、エネル
ギー起源のオペレーショナルカーボンを削減します。

■　エネルギー創出への貢献と協創の推進

・利用者の創エネルギー設備への理解促進・啓発の
取り組みとして、各種創エネ設備は BEMS により、
発電量やその姿が見えるように計画します。

・創エネルギー促進の取り組みとして、次世代型太陽
電池設置スペースの確保と小型燃料電池の設置に
より、GX を推進します。

■　三重県産木材の利用した連携施設の構造計画

・屋根は木鋼ハイブリッド構造とし、木を活用した変形
抑制で鉄骨量を３０％削減します。

・木材には三重県産の一般流通材を積極的に採用し、
脱炭素化とコスト縮減を図ります。

「ミッションゼロ2050みえ」を見据えた次世代長寿命型パッシブデザインを実現します
特定テーマ（３）■環境配慮

連携施設による管理上の分離と駐車場の相互利用 歩車分離による安全で快適な歩行者動線

周辺住宅への様々な影響を低減し、外構の共用運用により機能連携を向上させる配置計画

屋外スペースからの搬入・将来更新

周辺環境への配慮

工業研究所と津高等技術学校の二つの施設を管理上分離し、
かつ、駐車場及び外構施設の共用が可能となる敷地利用計画

３か所の想定敷地出入口からの来所者及び来校者をバランスよく
受け入れられる敷地内動線及び外構計画

/ 工業研究所、津高等技術学校及び企業の相互連携への配慮

資材等の搬出入・機器の更新への配慮

建築物及び建築設備の長寿命化を図る・メンテナンス費用を低減する提案及びその根拠 環境負荷を低減し創エネルギーを推進する提案及びその根拠


